
バイオサイエンス研究科技術補助員 齋藤洋太郎君が 
AAAS/Science Program for Excellence in Scienceに選ばれる 

 
アメリカ科学振興協会（American Association for the Advancement of 

Science、AAAS）は、科学者間の情報交換や社会への情報発信を促進し、全人類

のために科学教育をサポートする組織です。AAAS は世界的にも最大級の学術団

体で、科学雑誌 サイエンス の出版元としても知られています。 

 9 月末、サイエンス誌の Editor-in-Chief

である Donald Kennedy Stanford 大学名誉教

授より本学バイオサイエンス研究科分化・形

態形成学の技術補助員 齋藤洋太郎君の元

に、「おめでとう。貴殿は AAAS/Science 

Program for Excellence in Science 候補と

して推薦されました」との知らせが入りまし

た。このプログラムは、ライフサイエンスの

分野で活躍する大学院生、医学生、博士候補

者、ポスドク研究者を、AAAS 会員として招

き、1年間のサイエンス誌無料購読権を賞と

して提供するものです。 

 齋藤君は、博士前期課程入学後、蘆田弘樹博士（現助教）が行っていた光合

成炭酸ガス固定酵素ルビスコの分子進化のグループで研究を始め、その内の

MtnA という酵素遺伝子の機能の解明を通して世界に先駆けたルビスコの分子進

化研究に関する論文１）に貢献しました。その後、フランスのパスツール研の研

究者との共同研究２）や国内研究者との共同研究の成果３）も公表されています。

自らもこの MtnA の機能解析に関する論文を発表しました４）。現在、明春の学位

取得を目指して、古細菌などが持つ祖先型ルビスコに近いと想定されているル

ビスコ様蛋白質の構造と活性の相互関係についての論文を作成中です。 
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